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米百俵棟

駐車・
にぎわい棟

住まい・
にぎわい棟

西館 東館

集合住宅 北越銀行

長岡産業ビジネス
交流館 (仮称 )

現：北越銀行本店
〈リノベーション〉

駐車・
にぎわい棟

住まい・
にぎわい棟 東館西館

米百俵棟

連
絡
通
路

に
ぎ
わ
い

ス
ペ
ー
ス

人づくり・学び・交流エリア
北越銀行店舗

駐車場

商業
現：北越銀行の
　　駐車場

現：店舗、
　　住宅など

現：旧大和長岡店、
　　商工会議所

商業
（権利者）

平成 37年度予定平成 35年度オープン予定 平成 33年度予定

商工会議所
市商工部など

●

越路支所

●

寺泊支所

●中之島支所

●
三島支所

●
与板支所

日本海

長岡
JCT

長
岡
駅

北
陸
自
動
車
道 上

越
新
幹
線

栖吉川栖吉川

柿川柿川

太田川太田川
須川須川

渋海川渋海川

道満川道満川

黒川黒川

大河津分水路大河津分水路

信濃川信濃川

事業区間　Ｌ＝3.3㎞

中之島川中之島川

刈谷田川刈谷田川

大手通坂之上町地区の再開発事業区域（1.7ha）

　
大
手
通
坂
之
上
町
地
区
の
市
街

地
再
開
発
事
業
で
、
人
づ
く
り
・

産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
４
棟
か

ら
な
る
「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
（
仮

称
）」
を
整
備
し
ま
す
。
同
地
区

は
北
越
銀
行
本
店
や
旧
大
和
、
商

工
会
議
所
な
ど
の
区
域
。「
米
百

俵
の
精
神
」
か
ら
生
ま
れ
た
国
漢

学
校
の
跡
地
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
市
が
整
備
す
る
の

は
「
人
づ
く
り
・
学
び
・
交
流
エ

リ
ア
」。
有
識
者
に
よ
る
検
討
会

　
国
が
大
河
津
分
水
路
の
改
修
工

事
に
本
格
着
手
し
ま
す
。

　
河
口
か
ら
３
・
３
㎞
に
わ
た
る

川
の
拡
幅
で
、
市
内
の
信
濃
川
中

流
部
が
水
害
に
強
く
な
り
、
豪
雨

時
の
安
全・安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
河
津
分
水
路
、
本
格
工
事
が
ス
タ
ー
ト

改
修
の
効
果
は
市
内
全
域
に

改修の効果が
期待できる河川

■�カフェ、グリーンテラス
屋内広場

誰もが気軽に集える緑あふ
れる憩いの交流スペース。

問
中
心
市
街
地
整
備
室
Ｔ
39
・
２
８
０
７

■�３大学１高専の強みを活かす
「長岡版イノベーション」の
拠点

学生の活動拠点・異業種交流の
場（コワーキングスペース）や
ものづくり工房、起業家の育成
や新しいビジネスの支援の場、
産学協創センターなど、３大学
１高専からの提案「N

ナ デ ッ ク

aDeC構
想」を実施。

■産業ビジネス支援の場
産学官金の集積機能を活かし、
頑張る企業や働く人を総合的に
支援する産業振興の拠点「長岡
産業ビジネス交流館(仮称)」を
整備。

産業人の育成と
産業基盤の強化の拠点

にぎわいスペース

大
手
通
坂
之
上
町
地
区
の
再
開
発
「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
（
仮
称
）」

米百俵プレイス（仮称）の階層イメージ(案)

問
河
川
港
湾
課
Ｔ
39
・
２
２
３
３

国
内
最
大
の

河
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
総
事
業
費
１
、２
０
０
億
円
に

上
る
国
内
最
大
の
河
川
事
業
で
、

国
の
最
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
今
回
の
改
修
。

平
成
27
年
度
に
事
業
化
し
、
測
量

や
地
質
調
査
、
工
事
用
道
路
の
整

備
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
２
０
３
２

年
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
、
磯
田
市
長
が

会
長
を
務
め
る
「
信
濃
川
改
修
期

成
同
盟
会
」
な
ど
を
通
じ
て
、
国

に
早
期
の
工
事
着
手
を
要
望
し
て

き
ま
し
た
。
３
月
17
日
に
国
や
県
、

関
係
自
治
体
の
関
係
者
が
出
席
し

て
行
わ
れ
た
起
工
式
で
磯
田
市
長

は
「
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る

今
回
の
改
修
に
、
住
民
の
み
な
さ

ん
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
地
元
と
し
て
し
っ
か
り
と
協

力
し
て
い
き
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

市
内
各
地
が

よ
り
水
害
に
強
く

　
市
内
の
河
川
の
ほ
と
ん
ど
は
信

濃
川
に
通
じ
て
い
ま
す
。
改
修
に

よ
っ
て
、
戦
後
最
大
規
模
の
豪
雨

が
発
生
し
て
も
、
信
濃
川
の
水
位

が
改
修
前
と
比
べ
て
約
１
ｍ
低
下

し
、
黒
川
な
ど
支
流
河
川
の
合
流

部
の
流
れ
が
改
善
し
ま
す
。
氾
濫

の
危
険
性
が
低
く
な
り
、
改
修
の

効
果
は
市
内
全
域
に
及
び
ま
す
。

残
土
の
活
用
に

地
元
の
声
を

　
工
事
で
発
生
す
る
残
土
は
、
寺

泊
の
海
浜
埋
め
立
て
や
周
辺
道
路

の
整
備
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
向

け
た
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
国
や
県
と
の
連
携
・
協

議
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
す
。

日本海

信濃川

弥彦山

大河津洗堰

大河津可動堰

大河津分水路 ▲開放的な空間で、子ども・産業人・利用
者が互いに刺激し合う場に。施設の随所に
本を配置し、各機能を本がつなぎます

や
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
こ
の

地
区
の
歴
史
を
活
か
す
整
備
方
針

を
ま
と
め
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

に
ぎ
わ
い
を
、
市
全
域
に

　
方
針
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
互

尊
文
庫
を
移
転
し
て
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
図
書
館
機
能
を
導
入
。
さ

ら
に
、
産
業
を
興
す
人
材
の
育
成

と
、
市
内
３
大
学
１
高
専
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
な
る
機
能
を

整
備
し
、
未
来
へ
の
投
資
を
行
い

ま
す
。
中
心
市
街
地
で
こ
れ
ま
で

に
整
備
し
た
施
設
と
連
携
し
、
市

全
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
市
の
導
入
機
能

の
基
本
設
計
を
年
度
内
に
実
施
。

再
来
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
、

各
棟
を
順
次
開
館
、
平
成
37
年
度

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

米百俵棟の
「人づくり・学び・交流エリア」こんな機
能が入る

人
づ
く
り・産
業
振
興
の
拠
点
に

▲起工式でくわ入れをする
磯田市長

約100mの拡幅！

改修後の川幅は約310mに横断面 イメージ

■まちなか図書館
互尊文庫を移転。併設するカフェ
のコーヒーを飲みながら利用可能。

■学習室
静かな所とにぎやかな所が選べます。

■歴史人物史コーナー
メインテーマは「米百俵」。デジタル
技術を活用した体験・思考型の展示も。

■子どもラボ
未来を生き抜く力
を養う学びの場。

■若者ラボ
ダンスや音楽がで
き、中高生のにぎ
わいを生むスペー
スなど。

新しいスタイルの図書館
（人づくり・学びの拠点）
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